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ニッポン アクティブライフ クラブ

藤
田

多
栄
子

写
真
展｢

魅
せ
ら
れ
て
四
季｣

の
発
表
の
た

め
、｢

夏｣

を
ど
う
表
現
す
れ
ば
よ
い
か
と
考

え
、
北
海
道
の
大
地
や
空
・
丘
を
い
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。そ
の
様
子
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
風

に
つ
た
え
た
い
。

○
一
日
目

新
千
歳
空
港
で
、レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
一

路
美
瑛
へ
、高
速
道
路
で
富
良
野
の
「
フ
ァ
ー

ム
富
田
」
へ
直
行
。思
っ
た
よ
り
時
間
が
か
か

り
、午
後
四
時
前
に
到
着
。｢

三
脚
禁
止｣

の

立
札
が
あ
り
、手
持
ち
で
の
撮
影
。ス
ケ
ー
ル

の
あ
る｢

虹
の
丘｣

を
撮
り
、フ
ァ
ー
ム
を
回
る
。

虹
の
丘

と
り
ど
り
の
花

光
り
を
り

宿
へ
向
か
う
途
中
、｢

青
い
池｣

へ
。

雲
の
峰

ゆ
ら
ぎ
写
す
や

青
い
池

そ
し
て｢

白
髭
の
滝｣

へ
。

ド
ー
ド
ー
と

轟
き
落
つ
る

白
髭
の
滝

〇
二
日
目

午
前
四
時
、宿
を
出
発
。霧
に
煙
る
山
々
を

見
て
、大
雪
山
に
行
く
の
は
明
日
に
し
よ
う

と
今
日
は
美
瑛
を
回
り
じ
ゃ
が
い
も
畑
や
麦

の
丘
を
撮
る
こ
と
に
。

空
と
雲

遥
か
な
る
丘麦

畑

〇
三
日
目

午
前
四
時
出
発
。
十
勝
岳
へ
の
登
山
口
で

も
あ
る
望
岳
台
へ
。朝
日
に
染
ま
る
十
勝
岳

の
雄
峰
を
撮
る
。

噴
煙
を
朝
日
に
染
め
て
夏
の
山

旭
岳
へ
向
か
う
。七
時
発
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
大
雪
山
旭
岳
へ
。雪
渓
の
残
る｢

姿
見
の

池｣

と
旭
岳
を
撮
る
。

雪
渓
を

残
す
池
に
も

旭
岳

雪
渓
の
溶
け
た
後
に
姿
を
見
せ
る
大
雪
の

花
々
に
あ
う
。ど
の
花
も
愛
ら
し
く
目
を
楽

し
ま
せ
る
。

雪
渓
の

溶
け
ゆ
く
先
に

ち
ん
ぐ
る
ま

霧
が
は
れ
そ
う
も
な
く
下
山
。

今
回
は
こ
れ
で
終
。

旅
人
は
目
や
口
や
耳
で
楽
し
む
と
か
。

今
回
は
甘
い
と
う
も
ろ
こ
し
の
味
や
山
で

聴
い
た
鳥
た
ち
の
囀
り
。

露
天
風
呂
で
聴
い
た
鴬
の
聲
。

心
の
洗
濯
も
で
き
た
か
も
？

皆
様
も
旅
を
企
画
し
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。

カ
メ
ラ
と
俳
句
の
北
海
道
旅

紙

上

展

覧

会



豊
島

久
美
子

コ
ロ
ナ
禍
の
７
月
、
８
月
に
、
私
は
２
度
、
広
島
へ

帰
省
し
、
２
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
、
豪
雨
・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
で
帰

省
出
来
ず
に
い
た
と
こ
ろ
に
、
健
康
だ
っ
た
一
人
暮
ら

し
の
姉
が
手
術
を
す
る
事
に
な
り
、
帰
心
矢
の
如
し
だ
っ

た
の
で
す
が
、
病
院
側
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
大
阪

か
ら
は
来
な
く
て
よ
ろ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
手
術
に
は

立
ち
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
術
後
自
宅
療
養
の
姉
は
、

私
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
２
回
目
を
終
え
て
抗
体
が
出
来
、

且
つ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果｢

陰
性｣

を
確
認
し
て
か
ら
帰

省
す
る
よ
う
に
、
と
指
示
し
ま
し
た
。
も
し
私
の
帰
省

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
は
大
変
だ
か
ら
で
す
。

７
月
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
大
阪
の
検
査
を
受
け
ま
し

た
。
大
阪
駅
前
第
三
ビ
ル
の｢

大
阪
梅
田
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー｣

で
受
検
。
予
約
は
ス
マ
ホ
で
行
い
、
翌
朝
９
時
予
約
で

セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
鼻
咽
頭
検
査
［
受
検
料
５
５
０

０
円(

税
込)

］
を
受
け
ま
し
た
。
開
店
ま
で
外
で
行
列

を
作
っ
て
待
ち
、
若
い
男
女
の
列
の
中
、
私
が
先
頭
の

１
番
乗
り
で
し
た
。
大
半
の
人
は
唾
液
検
査
［
受
検
料

３
３
０
０
円(

税
込)

］
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

結
果
は
、
翌
朝
ス
マ
ホ
の
メ
ー

ル
で
受
信
し
「
陰
性
」
で
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

２
回
目
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

広
島
県
が
、
夏
の
帰
省
客
に
対

し
て
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
感

染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
も
ち

こ
ま
な
い
。
広
島
県
に
帰
省
前

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い｣

（
受
付
期
間
８
月

１
日
～
31
日
）
に
申
込
み
、
無
料
で
受
検
。
方
法
は
、

ス
マ
ホ
で
専
用
予
約
サ
イ
ト
か
ら
申
込
み
、
１
～
２
日

後
に
自
宅
に
送
ら
れ
て
来
る
検
査
キ
ッ
ト
に
、
唾
液
を

入
れ
て
梱
包
し
、
郵
便
局
に
持
ち
込
み
、
検
査
機
関｢

東

京
Ｐ
Ｃ
Ｒ
衛
生
検
査
所｣

に
送
り
ま
す
。
結
果
は
ス
マ
ホ

メ
ー
ル
に
届
き
「
陰
性
」
。
受
検
料
や
送
料
す
べ
て
を

負
担
す
る
広
島
県
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
決
意
に
共
感
と

感
謝
を
し
た
次
第
で
す
。

ナ
ル
ク
の
活
動
を
月
末
月

初
に
調
整
し
て
の
２
度
の
帰

省
は
大
変
で
、
帰
省
中
の
活

動
を
カ
バ
ー
頂
い
た
方
々
に

は
唯
々
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

稲
本

祐
二

「
こ
ん
な
老
後
が
待
っ
て
い
た
の
か
？
」
去
年
８

月
、
多
量
の
下
血
。
貧
血
か
ら
か
？
自
宅
で
失
神
！

家
内
は
、
私
が
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
か
と
、
矢

も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
１
１
９
番
通
報
。
担
ぎ
込
ま
れ

た
病
院
で
も
、
失
神
。
即
、
入
院
。
「
輸
血
」
や

「
絶
食
＝
点
滴
」
治
療
。
大
部
屋
希
望
す
る
も
、
空

き
ま
ち
で
個
室
へ
。

入
院
３
日
目
に
、
看
護
婦
長
か
ら
「
大
部
屋
」
が

空
い
た
の
で
、
「
個
室
か
ら
、
移
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
。
私
は
、
一
昨
年
の
11
月
か
ら
「
う
つ
病
」
も
患
っ

て
い
て
、
テ
ニ
ス
の
大
坂
選
手
と
同
様
、
神
経
過
敏

症
状
。
私
の
場
合
、
夜
昼
逆
転
の
睡
眠
不
順
症
状
。

他
に
「
音
」
や
「
光
」
に
拒
絶
反
応
等
々
。

私
の
精
神
状
況
か
ら
「
大
部
屋
は
無
理
」
を
お
話

し
し
、
高
額
の
個
室
料
金
で
入
院
継
続
。

入
院
６
日
目
の
内
視
鏡
検
査
で
「
下
血
原
因
は
。

切
れ
痔
。
明
日
の
退
院
オ
ー
ケ
ー
で
す
。
」
歩
行
力

が
極
端
に
衰
え
る
も
、
無
理
し
て
、
嬉
々
と
し
て
、

自
転
車
で
退
院
。
持
病
の
強
い
腰
痛
は
40
才
頃
か
ら
。

最
近
は
「
医
療
用
麻
薬
テ
ー
プ
」
を
毎
日
張
替
、

０
・
５
㎎
か
ら
始
ま
り
、
今
は
２
・
０
mg
。
ほ
と
ん

ど
歩
け
な
い
の
で
、
骨
皮
筋
衛
門
に
。
そ
の
当
然
の

帰
結
と
し
て
、
最
近
、
古
傷
の
右
膝
が
激
痛
の
悲
鳴
。

顔
が
ひ
ん
曲
が
る
ほ
ど
激
痛
で
、
歩
け
な
い
。

妻
に
心
配
を
掛
け
、
世
話
を
！
一
人
や
っ
た
ら
、

乗
り
切
れ
な
か
っ
た
。
介
護
保
険
要
支
援
２
級
の
認

定
を
受
け
、
ケ
ア
マ
ネ
が
付
き
、
介
護
ベ
ッ
ド
、
廊

下
に
手
す
り
取
付
。
歩
行
器
レ
ン
タ
ル
し
、
リ
ハ
ビ

リ
歩
行
訓
練
。
週
１
～
２
回
の
介
護
卓
球
。
そ
れ
で

も
、
人
生
、
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

夜
昼
逆
転
で
、
夜
の
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
の
で
、

①
パ
ソ
コ
ン
で
一
人
麻
雀
。
毎
夜
、
毎
夜
、
半
荘
10

回
以
上
②
読
書
も
た
っ
ぷ
り
！
例
え
ば
、
ナ
ル
ク
事

務
所
か
ら
、
平
岩
弓
枝
の
「
お
ん
な
み
ち
（
上
・
中
・

下
）
」
池
波
正
太
郎
の
「
鬼
平
犯
科
帳
シ
リ
ー
ズ
」

「
剣
客
商
売
シ
リ
ー
ズ
」
「
編
笠
十
兵
衛
（
上
・
下
）
」

他
。
藤
沢
周
平
の
「
蝉
し
ぐ
れ
」
他
多
数
。

最
近
の
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
。
大
阪
も
、
こ
の
６
月
１

日
か
ら
限
定
時
間
営
業
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
プ
ー
ル

歩
き
。
長
い
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
に
た
ど
り
着
け

る
か
も
。
人
生
、
感
謝
を

忘
れ
ず
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

歳
を
取
る
こ
と
は
、
残
酷
か
？

２
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

大阪梅田ＰＣＲセンター

ＰＣＲ検査キット



明
治
元
年
の
九
月
二
十
日
（
旧
暦
）
、

明
治
天
皇
は
京
都
を
出
発
せ
ら
れ
て
、

は
じ
め
て
今
の
「
東
京
」
の
地
に
向
わ

れ
た
。

七
月
十
七
日
（
旧
暦
）
か
ら
江
戸
は

「
東
京
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。

こ
の
あ
と
、
十
二
月
二
十
二
日
に
も

う
一
度
京
都
へ
戻
ら
れ
た
が
、
翌
年
三
月
二
十
八
日
に
再

び
「
東
京
」
に
行
幸
さ
れ
、
以
降
京
都
に
帰
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
「
東
京
」
が
皇
居
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

京
都
は
そ
れ
ま
で
千
年
以
上
の
永
き
に
亘
っ
て
皇
都
だ
っ

た
。
が
、
そ
れ
が
こ
の
年
に
「
東
京
」
が
皇
都
に
な
っ
た

と
同
時
に
、
日
本
の
標
準
語
も
、
京
都
語
か
ら
東
京
語
に

変
わ
っ
た
。
日
本
語
の
二
千
年
の
歴
史
の
上
で
一
番
大
き

な
変
化
で
あ
る
。

京
都
語
は
、
こ
れ
以
後
標
準
語
の
地
位
を
失
っ
た
が
、

し
か
し
、
古
い
文
化
的
伝
統
を
ほ
こ
る
地
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
も
、
京
都
・
大
阪
を
中
心

と
す
る
関
西
の
言
葉
は
東
京
語
に
た
び

た
び
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

東
京
在
来
の
「
湯
屋
」
と
い
う
こ
と

ば
が
「
風
呂
屋
」
に
変
わ
り
、
「
床
屋
」

と
い
う
名
が
「
散
髪
屋
」
に
変
わ
っ
た

の
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

血
管
の
老
化

[

健
康
管
理]

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
続
け
て

血
管
の
老
化
を
防
ご
う

加
齢
と
と
も
に
血
管
も
老
化
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
食
や
運
動
不
足
な
ど
、
不
健

康
な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る

と
血
管
の
老
化
が
加
速
す
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
放
置
し
て
お
く
と
血
管
の
壁

が
厚
く
な
っ
た
り
、
硬
く
な
っ
た
り
し
て
、
動
脈
硬

化
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
こ
れ
と
い
っ
た
症
状
が
な
い
た
め
気

づ
き
に
く
い
病
気
で
す
が
、
進
行
す
る
と
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
高
血
糖
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
肥
満
を
招

か
な
い
よ
う
、
運
動
不
足
、
食
べ
す

ぎ
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る
生

活
な
ど
を
改
め
ま
し
ょ
う
。

[

食
生
活]

食
塩
の
摂
取
量
を
減
ら
し

カ
リ
ウ
ム
を
含
む
食
品
を

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
血
管
の
老
化
を
防
ぐ
に

は
、
減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
１
日
の
食
塩
摂
取

量
は
男
性
８
ｇ
未
満
、
女
性
７
ｇ
未
満
を
目
安
に
。

調
味
料
の
代
わ
り
に
だ
し
、
酢
、
レ
モ
ン
果
汁
な

ど
を
活
用
し
、
麺
類
の
汁
は
半
分
残
す
、
外
食
は
味

付
け
が
濃
い
の
で
自
炊
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
塩
の
排
出
を
促
す
カ
リ
ウ
ム
を
含
む
食

品
を
積
極
的
に
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
カ
リ
ウ
ム

は
大
豆
、
芋
類
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
海
藻
類
、
り
ん

ご
、
バ
ナ
ナ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
カ

リ
ウ
ム
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
納
豆
、
玄
米
、
ご

ま
な
ど
に
含
ま
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
積
極
的
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～
ゆ
っ
く
り
座
る
動
作
で
肥
満
防
止
～

い
す
に
す
わ
る
と
き
、
お
な
か
の
周
り
に
力
を
入

れ
数
秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
座
り
ま
し
ょ
う
。
下
半
身

の
筋
肉
が
刺
激
さ
れ
、
基
礎
代
謝
が
ア
ッ
プ
。

１
日
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
増
え
て
太
り
に
く
い

体
に
な
る
の
で
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
「
家
庭
の
健
康
管
理
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り
）

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一

春
彦

九

月

～
関
西
語
の
勢
力

～

水きり絵（永田 弘子）



★

「

秋
の
大

阪
城

公
園
ク

リ
ー
ン

作
戦

」

日
時
：
10
月
21
日(

木)

10
時
～
12
時

集
合
：
大
阪
城
ホ
ー
ル
南
玄
関
・
西
側

（
青
屋
門
の
外
濠
）

※

但
し
、
雨
天
時
は
10
月
28
日(

木)

に
順
延
し
ま
す
。

※

大
阪
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る｢

緊
急
事
態
宣
言｣

の
期
間
中
は
、
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
を
中
止
に

し
ま
す
。

■

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
９
月
８
日(

水)

12
時
半
～
14
時
半

作
品
：
四
角
つ
な
ぎ
の
バ
ッ
グ

材
料
：
布
地
は
各
自
持
参
願
い
ま
す
。

場
所
：
拠
点
事
務
所

■

健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
９
月
25
日(

土)
10
月
２
日(

土)

各
日

13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

□

水
き
り
絵

同
好
会

※

９
月
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

□

絵
手
紙

同
好
会

※

９
月
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
９
月
18
日(

土)

10
月
２
日(

土)

各
日

13
時
か
ら
17
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

絵手 紙 (植原 貞子）

金
本

美
智
子

射

干

の

花

岩

陰

に

色

香

秘

め

ひ
あ
ふ
ぎ

吉
川

弘
美

懐
か
し

き
佳
人

を
偲

ぶ
盆
の

月

須
見

敏
江

古

里

の

山

滴

る

も

人

隔

て東
浦

ふ
く
子

草
木
も

石
も
死

者
な

り
原
爆

忌

藤
田

多
栄
子

捕
虫
網

身
の
丈

余
り

振
り
回

す

森
下

和
子

盛
上
る

砂
美
し

き
蟻

地
獄

★

運
営
委

員
会

日
時
：
９
月
11
日(

土)

14
時
～
16
時

場
所
：
ナ
ル
ク
本
部
６
階
会
議
室

※
「
緊
急
事
態
宣
言
」
期
間
中
は
、
中
止
し
ま
す
。

★

拠
点
事

務
所
か
ら

事
務
所
の
執
務
時
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
た
め
、
当
面
の
間
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し

ま
す
。

※
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
期
間
中
は
原
則
と
し
て
事

務
所
を
閉
じ
ま
す
。
解
除
後
も
執
務
時
間
は
当
面

の
間
は
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L
／
F
A
X

（
０
６
）
６
７
１
０

❘

４
５
２
２

◎ 時間預託提供活動

時 間 ４９時間

提供者 １０人

◎ 奉仕活動

時 間 ４８４時間

提供者 ５４人

◎ 会員数

入会 ０世帯０人

退会 ５世帯６人

◎ 月末会員数

２８７世帯

３６８人

俳

句

教
室･

同
好
会

ご
案
内

７月度 会員動向

お
知
ら
せ

催
事
ご
案
内


